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【編集後記】「全国少年消防クラブ交流大会」

　令和元年度の全国少年消防クラブ交流大会が、７月31日～８月２日の２泊３日の日程で徳島県において

開催された。全国から参加したのは53少年消防クラブの300人を超えるクラブ員と指導者。ただ参加した

クラブの都道府県数でいうと22に止まり、東京都が 14クラブ、兵庫・広島・徳島県が各４クラブなど参

加状況に偏りがある。総務省消防庁の統計によると、平成 30 年５月１日現在で少年消防クラブは47都道

府県全てに存在し、全国で4,647クラブ、クラブ員数は41万4,232人となっている。全都道府県からもっ

と多くの参加希望があっても良いと思うのだが、少年消防クラブの活動内容に濃淡があるように思えてな

らない。

　小中高校における防災教育の必要性は言うまでもないが、少年消防クラブなど、地域ぐるみで子供たち

の防災活動を高めていく取組みはもっともっと活発になってほしいと思う。

　この全国交流大会は来年度以降も開催される予定だ。さらに多くの都道府県からの参加を期待したい。
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子供から大人まで防災・減災を学べる
日本最大級の防災イベント

　日本は様々な災害が発生する国です。だからこ

そ、「自助・共助」の取組みを促進し、一人ひと

りが防災の意識を高めることで災害の被害を抑え

ることができます。「ぼうさいこくたい」ではご

家族連れから専門家まで幅広い方が防災を学ぶこ

とができるイベントです。

地域の実情を熟知し、日常生活に豊かな知恵を持つ人、特に女性のパワーは、地域防災力の充実強化に

不可欠です。（公財）日本消防協会では、「ぼうさいこくたい2019」でシンポジウムを開催し、濃尾地

震、伊勢湾台風などを経験した名古屋で、女性の皆さんからこれまでの経験や思い、ご意見を自由に述べ

ていただき、「女性パワーが活きる地域防災」の一層の進展を目指します。

ぼうさいこくたい2019＠ NAGOYA

シンポジウム「女性パワーが活きる地域防災」の開催

会場

日時

場所

内容

名古屋コンベンションホール・パークエリア・
キャナルゲートエリア

令和元年10月19日（土）14時30分から16時

名古屋コンベンションホールメインホールB

■基調講演　兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科准教授　阪本 真由美氏
■シンポジウム ・コーディネーター　阪本 真由美氏
　　　　　　　・パネリスト　女性消防団員、女性防火クラブ、自主防災組織、防災行政担当者




